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福島県ではヒラメの栽培漁業および資源管理として、1993年から全長 30cm未満魚の漁獲規制、

1996 年から 10cm 種苗の 100 万尾放流と漁業者によるヒラメ水揚金額の 5%負担が実施されてい

る。これらが確立できた要因として、①ヒラメ資源の低水準期に導入したこと、②放流効果が高

かったこと、③漁業者自らによる栽培漁業および資源管理であったこと、④ヒラメ小型魚の需要

が小さかったこと、が挙げられた。




